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IFN: コンパイラによって付けられた InternalFormula Numberで，エラーの検出された
ソース・ステートメントの番号です。 (IO辿 4桁）






エラ一番号 エラーメッセージ・忍味・例__  I―------・--・-・--- -・-;--・・--・・・・-・・・-・-・---





゜; { DIMENSION A (100) 
ー， ～●← — . .. ・-・・・・ .. ― ... —心夕.....●～占●.... . ・・・・・ ・ ・ . —●ヽヽ·····- ・ . 心... . 
O O 3 1 TOO MANY SOURCE ST A TEMENTS IN PROGRAM 
0 ソースステートメントの数が多すぎます。
（最大 4095までです）
。 コンパイラ内部での I• F• N (Internal Formula Number)が 4095を越えています。
. .... . . 













I o o 6 
i 
0 0 7 
エラーメッセージ・意味











0 0 8 ILLEGAL CHARACTER STRING OR OCT AL STRING SYNTAX 
。文字定数あるいは 8進定数に文法違反があります。
（例〕
。 A=:ABC: XYZ: 
（この場合には， A=7 HABC : XYZと魯きます）
-- " 
0 0 9• UNRECOGNIZABLE ST A TEMENT 
。 FORTRAN言語の中のどの文にも該当しません。
（例〕
。 DIMENCIONA (100) 
O 1 O• ILLEGAL FORTRAN I I/0 ST A TEMENT SYNTAX 
a FORTRAN JI型の入出力文に文法迩反があります。
C例〕
o READ INPUT. TAPE 1, (2) 
oPRINT 2/3 




0 1 2• ILLEGAL USE OF DECIMAL POINT 
。 小数点の使い方に誤まりがあります。
［例〕
o L=. TRUE 
・・・・・・ ........ タタ....タタん..心..... ..... . . → ー— . . ..  ... . ヽ....
O 1 3 I WARNING : UNLABELED FORMAT ST A TEMENT 
I 。 FORMAT文に文の番号が付けられていません。
（例〕
o FORMAT (1 H 2,I 5) 
O 1 4 I ILLEGAL ST A TEMENT TYPE FOLLOWS L如 ICALIF 
| 。 論理 IF文の後に不正な文（非実行文， DO文，論理IF文）があります。
'(例〕
o IF (A. LE. B) DO 20 I=l, 100 
O 1 5• WARNING : LABELED NONー EXECUTABLEST A TEMENT 
。 非実行文 (FORMAT文を除きます）に文の番号が付けられています。
（例〕
。11111COMMON A (100) 
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エラー番号 l エラーメッセージ ・ 意味
.... . 
] 0 1 6 . ILLEGAL DO STATEMENT SYNTAX 
。 DO文に文法巡反があります。
（例〕
。 DO100=1, 10 
o DO I, 10=1000 
0 l 7 i ILLEGAL ASSIGN STATEMENT SYNTAX 
。 ASSIGN文に文法迎反があります。
（例〕
。 ASSIGN100 I 
。 ASSIGN N TO J 
例
- ------ -- - -- ---ヽ----- - - --- --
0 1 8 I ILLEGAL GO TO STATEMENT SYNTAX 
a GOTO文に文法迎反があります。
C例〕
a GO TO / ABC/ 
a GO TO : 100 : 





o SUBROUTINE IEOF 
o FUNCTION ABCDEFG (X) 
[ 0 2 0 ! 




WARNING : UNDEFINED VARIABLE " $ " 
。 値の未定義な変数を使用しています。
（例〕

























O 2 2 1 DUPLICATE STATEMENT LABEL 
1 。 文の番号が2重に定義されています。
! C例〕
1 11111 A=B*C 
I 。{11111 X=Y+Z 
I カラムi ~ 
- -- ヽ^^ 心ヽ＾
O 2 3 I ILLEGAL REFERENCE TO ST AEMENT LABEL ZERO 
I 。 文の番号として "O"を参！照しています。
I C例〕

























FORMAT REFERENCE TO NON-FORMAT STATEMENT 
o FORMAT文以外の文を FORMAT文として参照しています。
〔例〗
{ WRITE (3, 10000) X 
10000 CONTINUE 
カラムl 7 
ILLEGAL ARITHMETIC IF STATEMENT SYNTAX 
0 符術 IF文に文法迎反があります。
c例〗
。 IF(A--B) 10, 100,, 
。 IF(A--B) 10/100, 10 
I ILLEGAL I" o STATEMENT SYNTAX 
I 。 人出力文に文法迎反があります。
C例〕
c READ (1 (X 
:。 WRITE(4, END=lOO) A 
ILLEGAL REFERENCE TO NON-EXECUTABLE STATEMENT "$" 
。 非実行文への参照に誤まりがあります。
C例）
。｛ GO TO l1111 
11111 DATA A/1.1/ 
カラム1 7 
O 2 8 . UNDEFINED ST A TEMENT LABEL REFERENCE TO、'$"
0 未定義な文の番号を参照しています。
C例〕
。 DO100 l=l, 10, 2 
（この副プログラム内で "100"が未定義です）
0 2 6 
0 2 7 
O 2 9 WARNING : UNREFERENCED STATEMENT LABEL 
。 定義した文の番号が一度も参照されていません。
（例〕
o 99999 CONTINUE 
カラムl 7 
（この副プログラム内で， "99999"が参照されていません）




11111 FORMAT (1H2, I 3) 
カラム1 7 
- 23 -
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。IF(A-B) 100, C, 100 
0 3 2• ILLEGAL IMPLICIT STATEMENT SYNTAX 
o IMPLICIT文に文法巡反があります。
C例〕
o IMPLICIT INTEGER (I(l)) 
o IMPLICIT REAL (A/B) 
O 3 3 CONFLICTING IMPLICIT TYPE DECLARATION 
o IMPLICIT文に矛盾した定義があります。
C例〕
{ IMPLICIT REAL (AーI)
IMPLICIT DOUBLE(D) 





。 IMPLICITINTEGER (1) 
0 3 5 ILLEGAL KEYWORD IN IMPLICIT STATEMENT 
o IMPLICIT文に不正なキーワード (INTEGER, REAL, DOUBLE 又は DOUBLE
PRECISION, COMPLEX, LOGICAL, STRING以外）を使用しています。
〔例〕
。 IMPLICITINTEGER (A, B) 
・--・ 心. ・・・- ..  . ----・・・-・. 





-・-・- --・-----・--- ---・ 
0 3 7 NO DIMENSIONS DECLARED FOR ARRAY " $ " 
。 配列宜言で次元の寸法が宜言されていません。
〔例〕
o DIMENSION X 
0 3 8 ILLEGAL SPECIFICATION STATEMENT SYNTAX 
o 貨言文に文法迎反があります。
〔例〕
o COMMON / A, B, C 
o INTEGER 
o COMMON / A(l)/C 
MORE THAN 3 DIMENSIONS ARE DECLARED FOR ARRAY "$ " 
。 配列窪言で次元の数が3を越えて宜言しています。
c例）
o DIMENSION A (10, 10, 10, 10) 
- 24-
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.... ... ...•• .•. .、
0 4 O , ARRAY"$ " IS DOUBLY DECLARED WITH 




{ DIMENSION D (10) 
DIMENSION D (30) 
0 4 1 ADJUST ABLE DIMENSIONS DECLARED FOR ARRAY 
"$" IN MAIN OR BLOCK DAT A SUBPROGRAM 
O 撒合寸法がtプログラムあるいは初期値設定副プログラム内で宣言されています。
（例〗
。｛ BLOCK DATA 
DIMENSION A (I, J) 
0 4 2 CONFLICTING USE OF NAME "$" 
0 矛盾した英字名の使用があります。
（例〗
SUBROUTINE AB (A, B) 
。{DIMENSION AB (5) 
SUBROUTINE A (X, Y) 
。｛⑳MMON A 
O 4 3 I ADJUSTABLE DIMENSIONS DECLARED FOR NON-DUMMY ARRAY"$" 
。 整合寸法が仮引数以外の配列に対して直言されています。
（例〕
SUBROUTINE ABC (N) 
。{DIMENSION A (N) 
O 4 4 ADJUST ABLE DIMENSION "$" IS NOT A DUMMY ARGUMENT 
0 盤合寸法が仮引数でありません。
0 4 5 
o 4 6 I 
（例〕
SUBROUTINE ABC (A, N) 
。{DIMENSION A (NN) 




。 DIMENSIONA (-100) 
。 DIMENSION B (262144) 
PROGRAM BEGINS WITH ILLEGAL CARD 
o ソースプログラムが不正なカードで始まっています。
0 ソースプログラムの最初のカードの第1カラムが "C"でなく，第6カラムが "O"でも
“△”でもなく， TITLEカードのいずれでもありません。
（例）
。｛叩N$ $ EXEQ FORTRAN 
REAL A, B, C 














RETURN ST A TEMENT IN MAIN PROGRAM 
。 主プログラム内に RETURN文があります。
- -- - -・- -
FUNCTION STATEMENT HAS NO ARGUMENTS 
o FUNCTION文が引数を持っていません。
〔例〕
o REAL FUNCTION Z 
----- --------------- --- - -巫
ILLEGAL STATEMENT IN BLOCK DATA SUBPROGRAM 
。 初期値設定副プログラムの中に不正な文があります。





- --・- --・ 
SUBROUTINE, FUNCTION, OR BLOCK DAT A STATEMENTS MUST APPEAR 
FIRST 
o SUBROUTINE, FUNCTION, BLOCK DATA文が正しい位置にありません。
（それらの文の前のプログラムで， END文を忘れています）
- -・-- --------・-
0 5 2 
MORE THAN THREE SUBSCRIPTS OR SYNTAX 
ERROR IN REFERENCE TO ELEMENT OF ARRAY "$ " 
0 3次元を越える添字があるか，あるいは配列要素の参照に文法迎反があります。
〔例〕
。 DIM(1, 3, 4, 5) =3. 0 
…タ --—- -- -んタ-- — 
THE NUMBER OF SUBSCRIPTS USED EXCEEDS THE NUMBER OF 
DIMENSIONS OF ARRAY "$ " 
。 配列の使用で，添字が定義した次元の数を越えています。
（例〕
{ DIMENSION A (2, 12) 
A (1, 4, 5) =2. 0 




o SUBROUTINE, X 
o FUNCTION A() 




。 DIMENSION20 (4) 
- -・- . - - -・---・・・--・--・・・・・・. ・-・・ 
O 5 5 i "$ " IS AN ILLEGAL DUMMY ARGUMENT 
。 不正な仮引数があります。
〔例〕
o SUBROUTINE AA (X(lO)) 
o FUNCTION BB (100) 
26 -
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エラーメッセージ・意味・例
. ..、 ......... .、.. . ............. 一ー..タ...ヽ一ヽ. ..、...... 、•、一
NAME "$" (FOLLOWED BY LEFT PARENTHESIS) 




。 WRITE(3, LIST) (JJ(N), N=l, 4) 
浚数名 "JJ"が配列として淑言されていません）
。EQUIVALEN CE (D (3), A) 
（変数名 "D"が配列として：直言されていません）
...................... . . 、...... . ... 一一....心... ....... —.... . ....... .. 





... ヽ..... .... 心......... . .ヽ ... .. . ...、...... .... ............. .、一、......... .. . 





.. . . .ヽ..ヽ ～ヽ タヽ～～ 一▼ ―● ― ●● ヽ● . .、 、....................、-、...、........ 
0 5 9 WARNING : THIS BLOCK DAT A SUBPROGRAM MUST BE COMPILED 
WITH A NAME ON THE'EXEQ FORTRAN'CARD 
o BLOCK DATA文に名前が付けられていません。
(MON$ $ EXEQ FORTRANあるいは TITLEカードでプログラム名を指定してあり
ません）
............ 




。 DIMENSIONA (10. 5) 
0 60 FORMAT (lHl, I5, 5A) 
..... . . .... . ... . .. ......... ..... .. 








































































































































































ILLEGAL SUBSCRIPT IN ARRAY ELEMENT REFERENCE TO "$" 
。 配列吸索の参照で，不正な添字があります。
〔例J
o EQUIVALENCE (A(O), B(--1)) 
。 WRITE(3, LIST) A (REAL) 
. . . . . ---・-・--・-・-・--・ タ---- --・- . . . 
WARNING : FUNCTION "$" SHOULD BE SUPPLIED BY THE USER AS 





A=INT (3, 3) 
0 6 9 I EXTERNAL SYMBOL~'$" USED AS DAT A 
o EXTERNAL文で定義された名前がデータとして使用されています。
〔例〕
MORE THAN 16 LABELED COMMON BLOCKS ARE DECLARED 
。 16個を越える名前付共通ブロックが定義されています。
0 7 1 . UNDEFINED ARRAY REFERENCE OR REDUNDANT 
ST A TEMENT FUNCTION DEFINITION 
0 未定義の配列の参照あるいは 2項の文関数の定義があります。
C例〕
O 7 2• EXTERNAL ATTRIBUTE ON STATEMENT FUNCTION 
l 。 文関数名に対して EXTERNAL文でも定義しています。
〔例〕
0 7 3• DUMMY ARGUMENT USED AS STATEMENT FUNCTION 
。 仮引数が文関数として使用されています。
（例〕
SUBROUTINE A (B, C) 
。{B (X, Y) =X*Y 
0 I ~4• ILLEGAL STATEMENT FUNCTION SYNTAX 
。 文閲数に文法巡反があります。
（例〕
o FX (A, ()=A**2 
0 7 5 ILLEGAL ARGUMENT IN STATEMENT FUNCTION 
。 文関数に不正な引数があります。
（例〕
oF (X(l), Y, Z) =X+Y+Z 
28 --
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0 7 6 I STATEMENT FUNCTION NAME "$" USED IN ILLEGAL CONTEXT 
。 文関数名が不正な所で使用されています。
（例〕
FUN (P, Q, R) =P*Q*R 
0 I A=FUN 
CALL ERR (FUN, A, B, C) 




{ SUBROUTINE NE (A, B, C, D) 
X=NE+l.O 
0 7 8 I THE FUNCTION OR SUBROUTINE "$ " SHOULD BE 




o CALL EXT (EXT, A, B, C) 
0 7 9 ARRAY NAME "$" USED IN ILLEGAL CONTEXT 
。 配列名が不正な所で使用されています。
（例〕
DIMENSION NN (10) 
。{DO 100 NN=l, 10, 2 
--、--、------------、-----、一- -、一-、---、---、------、-、--
0 8 0 DUMMY ARGUMENT "$" IN COMMON 
。 仮引数が COMMON文に使用されています。
（例〕
SUBROUTINE A (B, C) 
。｛⑳MMON /BL/ B 
” ” ” ” ” ” ” ” ” ” ” ” ” ” ” ”  
0 8 1 EXTERNAL NAME " $" IN COMMON 
o EXTERNAL文で使用された名前が COMMON文にも使用されています。
（例〕
。{EXTERNAL X, Y 
COMMON X y 
ヽーヽー-、--、--- -- - - - - --------- - - -------
0 8 2 ¥ ILLEGAL EQUIVALENCE STATEMENT SYNTAX 
I 。 EQUIVALENCE文に文法違反があります。
-C例〕
{ DIMENSION A(5), B(G), C(3) 
EQUIVALENCE (B(3), A(C(I))) 
-- 、-- ----、--、-、-------ヽーヽ ーヽヽーヽ ヽヽ—、一—ヽヽー、一ヽヽ ーヽ、一 、一-、---―、- - --- -- -
0 8 3 DUMMY ARGUMENT "$" USED IN EQUIVALENCE 
0 仮引数が EQUIVALEN CE文で使用されています。
（例〕
{ SUBROUTINE A (V, W) 
EQUIVALENCE (V, W) 
- 29 -
エラ一番号
0 8 4 
0 8 5 
I エラーメッセージ・意味・例
EXTERNAL NAME "$" USED IN EQUIVALENCE 
。 EXTERNAL文で使用された名前が EQUIVALENCE文でも使用されています。
（例〕
{ EXTERNAL X, Y 
- EQUIVALENCE (X, Y) 
CONST ANT SUBSCRIPT EXCEEDS RANGE OF ARRAY "$" 
。 定数の添字が定義した配列の大きさを越えています。
〔例〕
{ DIMENSION DIM (2, 12) 
DIM (100) =A**2. 2 
0 8 6 VARIABLE SUBSCRIPT IN EQUIVALENCE STATEMENT 
。 EQUIVALENCE文で，変数の添字が使用されています。
〔例〕
{ DIMENSION A (30) 
EQUIVALENCE (A(I), B) 





. ん...タ..、..... ●● .. . ............. 心.........
0 8 8 I SYNTAX ERROR IN (UNIT, ……） PORTION OF 1/0 STATEMENT 
。 入LI:¥力文のユニット番号の次の記述に文法迎反があります。
〔例J
o WRITE (3, 2. 10) 
..........  タ●. .  .ヽ.. ● ..................................... ん..........................
0 8 9 I FLOATING POINT CONST ANT OUT OF RANGE 
。 実数型定数が範囲外にあります。
（実数邸； 10-016 ぐ X[ <10e1eです
倍精度実数型； 10-605 <IXl<J0616 です）
［例J
。 X=l.E617 
。 D=l. D617 




。{C= (1. Dl. 2. DJ) 
。 X=l..23 
。 A=l.EE 10 
O 9 1 . WARNING : SIGNIFICANT DIGIT LOST IN CONST ANT 
。 定数の有効数が大きすぎます。
（実数型； :i 34359738267までです
倍梢度実数型； ": (270 -1) までです）
［例J
。 DATA ROVER /24359738368. / 
30 
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。 S= gHABCDEFG HI 
0 S= : 1234567890 : 
・・・・ ・・・ 9ヽヽ. ・・・・・・・・・ .... ●―-、...、・・・・・・・・・・..... .. 一ヽ ー一ヽ●● ..... ●ヽ・・・・・ 
0 9 3• ILLEGAL ELEMENT "$" IN EXTERNAL STATEMENT 
。 EXTERNAL文の巾に不正な名前（定数あるいは配列）が使用されています。
C例〕
c EXTERNAL 100 
。 EXTERNALA (10) 
..... ● ..... ...... . ヽ●-・- - . 
0 9 4'DUPLICATE DUMMY ARGUMENT 
。 仮引数が2:mに使JUされています。
〔例〕
o SUBROUTINE ARG (A, A) 
0 9 5 CONFLICTING EQUIVALENCE DECLARATION FOR "$" 
。 EQUIVALENCE文で矛盾した定義があります。
C例〕
。 EQUIVALENCE(A(l), B(l)) , 
1 (C(l), B(5)) , (A(l), C(5)) 
↑ ↑ 
カラム67 
-、～ 、.タヽ .. . 




{ COMPLEX C 
DAT A C/ (20, 30, 40) / 
. ・・・・ ・ ・ ヽヽ ....... . . . 









o l REAL A 
DAT A I, A/30, 2/ 
0 9 9・SYNTAX ERROR IN REPETITION NUMBER 
DATA文の繰り返し数に文法迩反があります。
なお次ri:J号にも iJI紬き残りのエラーメッセーシを褐叔いたします。
- 31 -
